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（議長） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 

（議長） 

 農業委員会・農林水産課所管の予算並びに関連議案について、一括補足説明

を求めます。 
「農林水産課長」 

 

「農林水産課長」（補足説明） 

 はい。それでは私の方から農業委員会と農林水産課所管の分の２６年度の予

算について説明を致します。各会計予算資料に基づいて説明をさせていただき

ます。 
 資料の１１頁をお開きを頂きたいという風に思います。ナンバー１４５番、

１４６番の農業委員会費でございます。これにつきましては、農業委員会のか

つ、活動ということで事務事業の内容については前年とは変わってはございま

せん。予算額は２，２３４万円となっており、前年比１３万１千円の減となっ

てございます。 
 次に１４７番から１５３番までの農業振興費であります。１４７番の青年就

農給付金事業につきましては、平成２４年度２名、平成２５年度１名、計３名

の３名分の４５０万を計上致しました。１４９番の産地生産力強化総合支援に

つきましては、北部地域に建設をされた風車の固定資産税の一部を農業振興費

に充てるもので、昨年度の補助メニューに加えて、今年度は土壌改良剤の購入

に対して補助をすることと致しました。他の事業内容については、前年とは変

わってはございません。予算額は１，９９１万８千円となり、前年比１４５万

１千円の減となってございます。この減額の主な理由ですけれども、昨年、４

名の青年就農給付金を見込んだ分、約１５０万円なのですけれども、これが減

になったということでございます。 
 次に１５４番、畜産業費でございます。これについては、昨年とは事務事業

内容は変わってはございません。予算額は１２万６千円、前年比で２千円の増

となりました。 
 次に１５５番から１６０番までの農地費であります。これについても、事務

事業の内容は昨年とは変わってはございません。予算額は４，０８０万４千円

となり、前年比１３８万円の減となってございます。減額の主な理由は、国営

の五厘沢農地開発の償還が完了したということによるものでございます。 
 次に１６１番の林業総務費であります。事務事業の内容は昨年とは変わって

はございません。予算額は４６万８千円となり、前年比１万８千円の増となっ
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てございます。 
 次に１６２番から１６７番までの林業振興費であります。予算額は１，７０

０万４千円となり、前年比３２４万３千円の減となりました。昨年実施をした

東山林道の舗装改良工事が完了したことによる減額でございます。 
 次に１６８番の治山費でございます。これは新規事業でございます。昨年８

月の２３日に、の大雨により発生をした陣屋町の法面の崩落箇所について、道

と協議を進めまして、小規模治山事業で、として２カ年で実施することとし、

今年度は１，９９５万円を計上させて頂きました。 
 次に１６９番から１７１番の水産業総務費であります。事務事業の内容は昨

年とは変わってございません。１７０番の漁船上架施設管理委託については、

檜山造船公社への指定管理料４２６万円、これは前年比９６万円の増でありま

す。これは、公社の経理事務を、ひやま漁協に委託をするということで増額を

したものでございます。予算額につきましては、全体の予算額につきましては、

６３７万６千円となり、前年比２３４万３千円の増となりました。 
 次に１７２番から１７８番までの水産業振興費であります。事務事業の内容

は昨年とは変わってはございません。予算額は６１０万６千円となり、前年比

４７万２千円の増となりました。 
 次に１７９番の漁港管理費であります。これは、これについても前年と事務

事業の内容は変わってはございません。五勝手と泊漁港にかかる維持管理費が

主な経費でございます。予算額につきましては、８８万２千円となり、前年比

１９万３千円の増となりました。 
 次に１８０番の漁村センター管理費であります。これについても事務、事務

事業の内容は前年とは変わってはございません。予算額は９８万７千円となり、

前年比３８０万６千円の減となってございます。主な減の理由でございますけ

れども、昨年度漁村センターの外壁の改良が完了したことによるものでありま

す。 
 次に１３頁になります。２２０番から２２４番の漁港（港湾）管理費であり

ます。２２０番の江差港南（西）防波堤胸壁復旧については新規の事業として、

これはあの平成２１年の暴風波浪による被災箇所の復旧工事として、１１９万

２千円を計上させて頂きました。また２２１番の江差港マリーナ施設環境整備

もまあ新規事業として４１１万を計上させて頂きました。それと、２２２番の

直轄港湾整備については、３，３２０万６千円を計上し、昨年に引き続き南埠

頭のマイナス３．５メートルの物揚場建設に伴う港湾、港湾施設用地の整備を

予定してございます。港湾の予算の全額は３，９８５万３千円となり、前年比

１８２万８千円の増となりました。 
資料の１６頁をお開き頂きたいという風に思います。番号が３００番でござ
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います。港湾施設災害復旧費であります。予算額は３４０万６千円であり、こ

れは平成２５年３月２日の暴風波浪により被災をした西防波堤、西外防波堤の

災害復旧に係る町の負担金であります。２５年、２６年度の２カ年での事業で

あり、今年度で終了になります。 
次歳入の方になりますけれども、簡単に説明させていただきます。農業委員

会と農林水産課の部分につきましては、トータルで国庫支出金が６５０万、道

の支出金が２，６２５万円、地方債が４，６７０万、その他８９１万４千円、

一般財源が８，９６３万円となり、合計で１億７，７９９万４千円の歳入を見

込んでございます。 
以上が農業委員会、農林水産課所管の２６年度の予算であります。ご審議の

方宜しくお願いしたいと思います。 
 

（議長） 

 はい、説明が終わりましたので、一括質疑を許します。 

 質疑希望ありませんか。 

 「室井議員」 

 

「室井議員」 

 はい。課長３月で、定年迎えますので、私あまり話だけね、いっぱいやらな

いひとつだけ。まず、この資料の、１６８番治山費ありますね。治山事業、あ

の陣屋町の。これですね、今係長方いるからですね、私ちゃんと課長に説明、

質問しますから、係長方もちょっと聞いてもらいたいけど。これもひとつの例

でこの場所がどうこうということは私言わないつもりでいるのですけれども、

これ建設水道課とか、色々な環境住宅課とも今後相談しなければならないこと

があるなと。それは何故かというと、民地だけで自分の施設を建ててやった場

合は色々な例えば災害あった場合はですね、これ当然自分たちでやらなければ

ならない。ただし、このように隣接した公共施設がある。その公共施設に色々

なあの増作したり、やって災害が起きている例が、過去にも何件か私はあった

ような気がするのです。要するに自然なまま、それ自分の敷地だけはちゃんと

やるけど、それ以外の部分に手を加えてやることによってですね、それが水害、

災害になる。こういう場合は今治山の場合特に、あるような気がするのです。

何故かというと、畑つけるとか、こういう例えば趣味で園芸をやるとか、この

へんで災害起きた場合は、非常に役場としても対応の仕方が困るということも

あるかと思うのですよね。だからこの辺の考え方、今後、農林水産課だけでは、

対応できる話では私は無いと思います。予算の科目は農業水産課で対応するけ

れども、これ全庁的に、建設水道課や総務、要するに財産管理も含めて、こう
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いうところで、協議していかなければならないなと。そして、まあその辺を、

あの引き継ぐ。そして課長は、温厚誠実。私は高く評価してましたよ。課長、

評価してきました。あのもう何日かで、役所退任すると思いますけれど、若い

職員に元気になってもらうために、ちゃんとしたメッセージを送って、課長は

退任してもらいたい、こう思っていますので答弁できる範囲でしてもらいたい

と思います。以上です。 

 

（議長） 

 「農林水産課長」 

 

「農林水産課長」 

 はい。あの治山事業の関係でのまず質問でございますけれども、この予算を

上げる段階で、建設水道課あるいは環境住宅課とは事前にもう既に協議をして、

進めてございます。民地の上の方が町有地にもなっていますし、その上に尚且

つ物置小屋といいますか、小屋も建っているのも、その部分については十分協

議をして進めてきたつもりでございます。ただ今後についてもこういう事例は

たくさんあるだろうということなので、関係機関十分協議をしながらですね、

あの地域住民に迷惑のかからないような取り組みといいますか、やり方をして

いきたいという風に思っております。宜しくお願いします。 

 

「室井議員」 

 御苦労さんでした。 

 

（議長） 

 はい他に、質疑希望ありませんので、農業委員会、あれ 

 

「小野寺議員」 

 議長、最後押すって言ったでしょ。 

 

（議長） 

いやいやちゃんと先に押しておかないとだめだって。 

 

「小野寺議員」 

 最後に押す。 

 

（議長） 
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こっちこう目に行くのだもの。今度ちゃんと事前に押しておいて。 

 はい、「小野寺議員」 

 

「小野寺議員」 

 最後に押します。３点お聞きします。 

 １つは町長の執行方針。４頁から農業政策を書いてあります。それで今、国

も農地行政といいますか、最終的なところに私は来ているなと。つまり大規模

化、ここに書いてあるとおりですね、町長の執行方針。それでまずお聞きした

いのはその中で江差町としては経営面積が小さくとも経営展開ができ、米イコ

ール農業という発想を転換し地域化の自慢のできる作物に視点を当てていくよ

うに対応して参りたいと。連携とって。具体的に何か想定してこういう文章に

なって、尚且つ予算的に何か措置しているのか、お聞きしたい。それから前段

に言いました、国のいわば農地集積と言いますか、今進めている農地集積バン

ク、正式名称は何て言いましたっけ、農地中間管理機構でしたか。それで、お

聞きしたいのは、江差の場合、現時点で農地集積率というのですか。担い手に

どれだけって何かそういう部分で数字あの国でも言っているし、北海道でも言

っていますが。江差町ではどういうふうになっているのか。で、まずは数字を

教えて頂きたい。これがまず１つ。農業ですね。 

 次、漁業。漁業問題は色々この間予算措置も説明ありました。個々の部分に

ついては、これは頑張るしかないのかなと思いますので、その予算費目のこと

については触れません。１つ。前に私一般質問で漁業資源保護の問題を出しま

した。それで、今回、２月の１９日にも新聞報道でありました。私も前言って

いたその資源保護の関係なのですけれども、直近の漁業資源状況が報道され、

発表されております。深刻さはますますひどくなっている。というのは、課長

もご存知だと思います。スケソウに関していうと本当にもう大変ですね。それ

で改めて私、お聞きしますけれども、これ江差町だけでどうのこうのというつ

もりはさらさらありませんけれど。江差町としてこのスケソウも含めて、漁業

資源確保ということを関係町、ひやま漁協、そして北海道。この少なくとも、

日本海の漁業資源を確保する。まあスケソウ、ホッケ、まだまだあるのでしょ

うかね。とりあえずは、スケソウ、ホッケは報道でされておりますけれども。

こういうことについて、江差町としてどういうアクションしているのか。町長

にもこの点、あのアクション起しているというのだったら聞きたいです。私前

に一般質問しておりますのでね。この点、２つ目にお聞きしたい。 

 それから、最後ですが、あの予算説明で、１７０番で先ほど説明ありました

漁船上架施設管理委託ということでまあありました。まあ端的にお聞きします。

昨年何回か言いました、檜山造船公社の仕事を江差町が事務的なことを関わる



6 
 

ということについては、これについては完全に是正されたということなのか、

その点もう１回きちっと決着、結末をお知らせ願いたい。以上です。 

 

（議長） 

 はい、「農林水産課長」 

 

「農林水産課長」 

 まず１番最後の１７０番の質問です。檜山造船公社の事務的なことが完全に

是正されたかということなのですけれども。先ほども説明しましたけれども、

経理関係につきましては、今まで町でやっておりました。その部分については

あの漁協さんの方に委託というかたちで、すべていく形になりますので、完全

にというのはどこまで完全にという言い方かちょっとわからないですけれども、

少なくとも経理事務の部分については、そちらの方でやる形で２６年度から進

めていきたいという風に思います。 

 それと、漁業資源保護の関係ですけれども、スケソウ、ホッケ、恐らくＴＡ

Ｃの話も含めてのことだと思いますけれども。１町村でこれは解決できる問題

ではないと私は思っています。要するにスケソウにしても、回遊魚種でありま

すので、それは１町村だけで何か政策を組んでもまずそれはあのものにならな

いというか。ですから沿岸のですね、日本海沿岸の漁協さん、あるいは町の担

当者等とまあ協議をしながら、といいますか、そういう道の方でも多分恐らく

進めてはいるとは思うのですけれども、そういう風に積極的に参加をしながら

情報を得ながら取り組みをしていきたいなという風に思っております。 

 それと、農地の中間管理機構の話で、集積率はどのぐらいかという、江差町

のですね、集積率はどのぐらいかということですけれども。まず、農地中間管

理機構に関しましては、各都道府県に１つ設置をするということになっており

ます。まだ明らかにはなってはいませんけれども、恐らくは農業公社が農地の

中、中間管理機構になって、町村の方に、が事務が下りてくるのだろうなとい

う流れになってくるのではという風に思います。今日も、先ほど、やっと基本

方針が出たよということの通知が私のところに届いていましたけれども、そん

な関係でまだ本当に具体的なものが掴めていないというのが実態です。私ども

情報を早く収集をして、農家の皆さんにご迷惑がかからないように、進めてお

ります。道の方でも、説明会等この１カ月かなり開催をされていますけれども、

職員の方にも出張をさせて情報収集に努めているところでございますのでそれ

はご理解をいただきたいという風に思います。集積率、今あの集積率ですけれ

ども、２００、全体で、２６２ヘクタールの土地が、どなたかに貸して、借り

られているというのが実態で。率で申し上げますと、４０パーセントくらいと
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いうことでございます。 

 

「小野寺議員」 

 担い手に集積という、そういう定義の部分ではないのですか。 

 そういうこと。国、道で言っている分母分子合っているのですか。国、道が

言っている。 

 

「農林水産課長」 

 担い手じゃないです。あの、担い手という言い方がどうなのかというのがわ

からないですけれども。認定農業者と言いますか、そういう方も含めて。含め

て。 

 

「小野寺議員」 

 ４５、そんなに少ないわけないでしょ。 

 

「農林水産課長」 

 認定農業者は４６です。 

 

「小野寺議員。 

パーセント。パーセントそんなに低い。 

 

「農林水産課長」 

 ４０パーセントということです。 

 

「小野寺議員」 

 ごめん、１問目のその農業政策、町長の執行方針に書いてある部分。 

 

「農林水産課長」 

 町長の執行方針に書いてある、米イコール農業ということでした。それにつ

きましては、国の農業政策というのはかなり大きく変わろうとしておりまして、

約４０年位続いた転作奨励金、減反です。それに依存してきた農家さんたちは

かなりたくさんいると思います。ましてや江差町では少ない面積の農家がたく

さんおりますので、国の言う２０丁、３０丁、４０丁というレベルでやれる農

家というのはそうしたらどれだけいるのだろうというと、これは数えるぐらい

しか恐らくいないだろうという風に思っています。ですが、その中でも、２丁、

３丁、あるいは４丁ぐらい持っている小さい農家がこれからどう生き残ってい
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くかということを自分たちも考えなければならない立場にあるので、それは水

田イコール水稲だけじゃなくて、高収益野菜と言いますか、それらの方に転換

をしていくような働きかけをこれからしていかなければならないのだろうとい

うふうに思っておりますので、ご理解を頂きたいという風に思います。 

 

「小野寺議員」 

 はい、議長。 

 

（議長） 

 「小野寺議員」 

 

「小野寺議員」 

 まず農地の関係なのですが、もしあれでしたら農業委員会事務局長おさえて

る分で構わないのですが。要は、いわゆる国で言っている担い手、認定農家の

ことイコール担い手と言っているかどうかわかりませんが、今国が進めようと

しているとにかく土地を集積して、それも地元農家ではなくて全国津津浦浦、

企業も含めて使いたいという有料農地はそこに集積すると。いうのがこの農地

中間管理機構で、ましてや農業委員会の今までのような土地の番人ということ

にはもう等はできないというのが今のやり方なのですよね。その時に言ってい

る、いわゆる集中の数字。だから私、分母分子がよくわかりませんが、先ほど

言っているあの説明会。この前もやりましたよね。ね、今、課長仰ったとおり。

あの時も相当分厚い資料で、国の定義、北海道の考え方。北海道は独自に集中

率を９５パーセント。だから、あの江差がいくらで、で北海道、国で言ってい

るより北海道が更にアップして、９５パーセントにその集約する、集積する。

で、わからないのは、江差のそもそもその土地の状況ということ、どういうこ

となのか。このいわゆる農地バンクが入ってきたのは、単に有料農地だけじゃ

なくて、不耕作地、耕作できない、もしくは高齢者が農地をとてもでないけど

できないという部分を何とか使える人に集約したいということが、ことの発端

で。だからまさか企業が入ってですね、九州でも関東でも農業やりたいって人

が、企業が江差の有料農地を買えるということになんてなると思わなかった。

そういうこと今起きていて、そこをしっかりと江差町がどうなるのかを掴まな

かったらだめだと思うのですが。もう１回聞きますけれど、そもそも今江差の

いわゆる担い手、認定農家にはどういう風に土地が集まっているという、国が

言っているこの分母分子で言うといくらで、これが国が言っているもしかして

道が言っている目標から考えた場合はどういう弊害があるのかないのか。とに

かくもう農業委員会の仕事というのはもう８割９割取られるような感じですよ
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ね。そういう実態をきちっとおさえていると思うのだけれど、もう１回ちょっ

とだからそこらへん事務局長で、農業委員会の事務局長でいいと思うのですけ

どね、わかれば教えていただきたい。 

 それから、その結局、転作奨励金が５年後に完全に無くなってじゃあどうす

るのという部分をあの関係機関と連携をとって対応して参りますということは

わかるのですが。いずれにしても、江差町としてどうするのだということを基

本的な理念というか、じゃあどうするのだということが全く無く、ただこれか

らということなのか、ここはもう何回も言っていますけれども、今単位農協が

無いなかで江差町としても、従前より町の農業担当が今まで以上に前面に出な

かったら農業政策なんてできない。まああまり言っちゃ悪いのですけれど、乙

部だとか上ノ国も含めて、もう町ぐるみですよね、農業政策。その点、こうや

って書いてあるからには一定の今までと違うスタンスがあるのだろうなと私は

読んだのですよ。だからそれが何なのだって聞いたのですが、もしだから改め

てあれば課長もしくは町長、教えていただきたい。 

 それから最後。漁業資源確保については、農業と同じですけれども、やっぱ

り深刻さが私は無いのかなと思うのですよ。これは私、前村上係長とはあの見

解が異なることもありました。つまり何が枯渇して、何が原因かというのは、

あの彼は彼なりに何か色々見解もありました。だからその科学、技術的な専門

的なことは、私はわかりません。しかし、大体言われているのは、今のままで

取り放題のことやっていたらもう無くなるよ、と。スケソウにしてもホッケに

しても。で、だからＴＡＣなんてあってないようなものですよね。そこについ

て、大方言われている、これを町村がまとまって少なくとも日本海、ひやま漁

協と一緒になって北海道動かさなかったらこれ守れない。結局、取りっぱなし

で無くなってしまうという大変危険な状況。もう危険状況はとうに超えている

という学者もいますよね。そこに対して、江差町は何をやって来たのかという

ことであります。課長もしくは町長答弁あれば頂きたいと思います。 

 

（議長） 

 「町 長」 

 

「町 長」 

 小野寺議員からのいわゆるこの江差町として、農も漁も何で生きていくのだ

と。こういうことだと思います。以前から私も農業の方の経験から、経験とい

うかこの経過からして申し上げますが、私はやっぱりＪＡさんの方のこの江差

の農業の光っているところというのは、やっぱり私はですね、アスパラとイチ

ゴだと思っているわけです。ただアスパラについては私も苗を植えてから、３
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年はなかなか生産できないという話は聞いていたのですが、去年ある農家さん

に行って、その話を聞いたらイヤイヤ町長、次の年から大量ではないけれど、

生産できるのだと。こういうことからすると、江差のアスパラというのは、私

はやっぱり推奨できると。且つ、これまであの６年７年やってきましたが、イ

チゴの関係については、今非常にイチゴの関係については、室井議員もご案内

の通りなのですけれど、非常に人手がかかると、いうことが大きなリスクにな

っているわけですね。それらのことを踏まえつつ、今これを、やっぱりベース

にのせていかなければならないと。で、新たな作物という話になっても、これ

だけ寒冷地、やっぱり温暖化といったものの、なかなかやっぱりそれらのこと

については地域としてどう取り組むかということについては大きなやっぱり観

点のものが見当たらないという状況下であります。したがって、まあ知内のニ

ラのように、やっぱり長くこの地域の生産物を誇れるような生産物をアピール

することが大事ではないかなと、いう風に思っておりますので、それらのこと

については、一定程度それらに焦点を当てながら考えていきたいと。 

 それから漁業の方の関係について、これまで村上くんも一所懸命やって頂い

たこの基礎を、継承したいと思ってこの間も副町長ちょっと答弁であれしまし

たけれども。ある人にターゲットを絞りながら私もこの江差に残って欲しいと

いうことを含めて、行動を起こしたわけですが、その人の人生観というものが

あってなかなか首を縦に振ってもらえなかったということがあります。しかし

これまでの江差の漁業の関係は、やっぱり回遊魚に頼りすぎているのじゃない

かと、いうことが含めて、彼、村上くんも元気な頃から私も言っていたのです

が、やっぱり基本的にはこのアワビ、それからナマコ、これらのものを、やっ

ぱり基本にしながらもこの藻場造成をきちっとすべきだと。いうことで、今赤

灯台の内浦、内側の方を、藻場造成を一所懸命この間４、５年やってきている

わけですね。その実績というものは、やっぱり漁業協同組合の組合長さんなん

かもよく存じ上げておりまして、それにプラスいわゆるこの今度はニシンの放

流をやろうと。回帰を目指してやろうと。こういうことで漁協の方としてもそ

ういう取り組みをしたいということですから、やっぱりこのニシンもアワビも

それからナマコも、これは、藻場が無ければなかなか、生息できない種類のも

のなのです。そういう立場からすると、今まで取り組んできた基礎を、生かし

ながら何としても、漁業関係者の生活を守っていけるようなそういう魚種を焦

点当てていきたいとこのように思っておりますので、ご理解いただければと思

います。 

 

（議長） 

 はい、「小野寺議員」 
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「小野寺議員」 

 あの、最後の部分だけ。今の部分については賛同というか、大いに頑張って

頂きたいと。ただし、その造る部分、養殖する部分、自ら育てる部分、それは

今言ったとおりであのいうことなのですが、それはそれとして、今しかし漁師

さんがかなりの部分をウエイトを占めている、今私さっき言ったスケソウだと

かホッケだとかですね。これはこれで、あのきちっと守っていかなかったら、

さっき言ったナマコにしても藻場造成をやったとしても、そこに着実に金額の

伸びるということについては、特にナマコは非常に心配ですね。中国の今の経

済情勢によっては。ですから、ナマコはナマコで頑張るにしても、やはりスケ

ソウ、特にスケソウの資源保護に関して言うと、私さっきのこと繰り返しませ

んが、江差町長がもう先頭切って管内町村そしてひやま漁協一体となって北海

道に声をかけると。北海道を動かすと。場合によってはこれ国の政策もあるの

ですよね。ですから難しい面もありますが。いずれにしても、ここを今やらな

かったら、もう完全に枯渇してしまうと、スケソウ。特にスケソウ。でそのこ

と、そのことについて改めてちょっと町長の見解をお聞きしたいと思います。 

 

（議長） 

 「町 長」 

 

「町 長」 

 私が沿岸に四六時中出ているわけではありませんので。漁業関係者の色々な

方々の色々な話を聞くにつれ、スケソウの漁場がですね、やっぱりあのかなり

枯渇してきてるのだと、こういうことですね。もちろん、皆さんご案内のとお

り、１２月から２月位まで、スケソウのお腹に子が入っているときに全部取っ

てきたわけですから。そういう意味からするとですね、やっぱり時期的にもそ

れから資源的にも、かなり枯渇してきているという状況というのは、これはや

っぱりこの総じてどうするかということを、関係者でやっぱり話し合わなけれ

ばだめなのではないかな、というふうに思っている次第です。且つ、今年の状

況下から聞いてみると時化も多かったのですけれど、この水温が、温暖化とは

言ったものの水温が１度しかないと。こういう状況下は海の中の魚が、仮死状

態になっているというのですよ。ですからもうタコ漁今頃始まるのですが、タ

コも動かないそうです。そういう状況下の中では、何としてもこの行政がらみ

で、陸上に住んでいてどうのこうのと、こう話していても、なかなかやっぱり

そこに繋がらないところがあると。いうことも含めて、何としてもこれからあ

の継続的に心配のない形で生産ができるような形のものを、見つけていきなが
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ら、そして育てていきながら、生産に結び付けていくということが、これから

やっぱり必要なのではないかなという風に思っておりますし、スケソウをなげ

るという話ではありませんが、できるのであればそれにプラス、スケソウもあ

ったということがあれば、ベストな漁業関係の生産額、生産高になるのかなと。

それにつけても江差の場合は、去年から今年に比べて１億位プラスになってい

るわけですから、江差の漁業者は頑張っているんです。そういう意味では何と

してもそれはフォローしてやりたいなと思っております。 

 

（議長） 

 いいですね。 

 はい、次、「横山議員」 

 

「横山議員」 

 はい。今の話にも関連すると思いますが、私はここで言いますと、何だ、１

２頁の１７２番のからの項目に当たると思いますが、漁業の資源の復興対策。

資源の増やすことの色々なことは、私これさっき非常にね、あのヒントを得た

かなと思いました。福島課長の話に。これは江差町でやっている、やるという

か予算ですよね。しかしあの海は繋がっていましてね、あの広い管内考えなけ

ればならないのです。皆さんね、この地域は、町村悪いっていうのかな。ある

いは、その漁協などの狭い範囲で考えているけれども、それらがこの問題につ

いては、連携を取りながら、それについてはもちろん道庁なり振興局との繋が

りが大事ですが、各ひやま漁協、全体だけでもなく、全体のあれを考えて、広

い視野でそういう組織を作って、そして計画的に小出しに、例えばこれニシン

にこれいくら。２５万、こういう小さい金額じゃなくて、もしそれが大事なら

ば集中的にそういう過渡地に割り振るような、広い視野の漁業政策、これを提

案して、これは江差町だけの問題ではないですよ。江差町からでも、提案して

考えていくべきではないかなと思いますがどうですか。 

 

（議長） 

 はい、「農林水産課長」。「町 長」、はい。 

 

「町 長」 

 あの、横山議員ですね。この金額的に見て、江差町が２５万だということな

のですけれども。これはＪＦを中心にしながら檜山管内連携している事業なわ

けです。江差で２５万円の稚魚だけを放すという話ではないのです。漁協の負

担金として、２５万円をお支払いし、それぞれの各地の中で今までの１０万尾
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かな。１０万尾放した、例えばニシンのこと言わせてもらうと、１０万尾放し

たものを１００万尾にすると。その上で、その１００万尾にする上での稚魚の

この何だ、水槽それを、これはある意味では、道の施設を借りてそれを１００

万尾に増やすと。こういうことにやっておりますので、ＪＦだけでやっている

わけでもない。町村単位でやっているわけでもない。振興局を含めたですね、

この地域が何でこの漁業関係者の生活を支えていくかということを一体となっ

た対策ですから、私たちも狭いエリアで考えているわけではありません。そう

いう対応をしているわけですから、ご理解頂ければと思います。 

 

（議長） 

 いいですね。はい、「横山議員」 

 

「横山議員」 

 はい。その通り、もしそういう風にやられているならば、そういう説明があ

ってしかるべきだし、これだけ見たのではそのように読み取れませんので、い

わゆるこの漁業についてはね、農業とまた違って、本当に広く連携を取りなが

らやってほしいと、そういう風に思います。これは町がもちろん主導してやら

なければならない。町長が今そういう風に、やってきていると言うのだから、

それを是非広く推し進めて欲しいということです。 

 

（議長） 

 わかった。はい、回答なし。 

 はい、次に「大門議員」 

 

「大門議員」 

 はい、すいません、私ちょっと１点だけ。先ほどあの課長の方から、漁船上

架施設の指定管理料が事務費を今までやっていたのを向こうに行きましたと。

ただここでちょっとお話あったのが、小野寺議員の質問の中で、経理だけとい

うことを限定的な言い方されたのですね。課長さん、今年で３月で退職される

ので私はこの経理だけというのは、お金の扱い、請求書関係、お金の支出、収

入。そのことすべて会計というのか、きちっとその町で出資金も出している、

という関係上、丸っきり切れるものではないということは承知しています。で

も、必ずこのお金の収支関係、請求書に関しても全てに関してはきちっとこれ

は携わらないということが、あの契約の段階で、ですか、そういうことは副町

長になるのですか、これからの職員のことになるので。その辺のところはきち

っとなっていくのでしょうか、確認させてください。 



14 
 

 

（議長） 

 はい、「副町長」 

 

「副町長」 

 仰る通りで、あの一切の経理に関するその支払い、ですね等も含めて、漁協

の江差支所の方に委託をするということで、漁協の組合長自身も支所長自身も、

からの了解も得て、４月の１日からそういう新しい体制で、それから経理関係

に関する事務は一切町の水産がタッチすることはなく、そういう状態に進めて

いけるという風に思います。 

 

「大門議員」 

 はい、はい、わかりました。 

 

（議長） 

 いいですね。 

 はい、もうボタン押してる人いないね。 

 

（議長） 

 他に質疑希望ありませんので、農業委員会・農林水産課所管の予算並びに関

連議案について質疑を終わります。 

 

（議長） 

 説明員入れ替えのため、暫時休憩いたします。 

 

 （休  憩） 

 

（議長） 

 いいですか、はい。休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 

（議長） 

 追分商工観光課所管の予算並びに関連議案について、一括補足説明を求めま

す。 
「追分商工観光課長」 

 

「追分商工観光課長」（補足説明） 
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 はい、それではあの追分商工観光課所管の予算について説明をさせていただ

きます。 
 まずあの収入の方からということで宜しいですか。あの収入の方、予算書の

方で説明をさせていただきます。まず、すいません。２６頁をお開きください。

２６頁、１２款１項の１番上、４目商工使用料になってございます。こちらに

つきましては、あの節が商工使用料。こちらについては、あの各施設の使用料

でございます。右のとおり記載している通りでございます。大きく変わったも

のはございません。２節が温泉使用料。こちらも温泉の使用料ということで変

わったものはございません。２頁めくって頂きまして、頁３０頁になります。

道支出金の道補助金、こちらの中段よりちょっと下の方に労働費道補助金とご

ざいますが、こちらについては廃目ということになってありますが、昨年は重

点分野雇用創造基金事業がございました。こちらについて、廃目ということに

なってございますが、新年度につきましてはまた改めて出てくることになりま

す。それから、次の商工費道費補助金でございますが、こちらにつきましても

廃目ということですが、昨年は地域づくり総合交付金事業が載ってございまし

た。こちらにつきましても改めて設置されるということになりますので、今回

は廃目というふうになっております。１頁めくって頂きまして、商工費委託金

でございます。１節の商工費委託金につきましては、前年度と同額の６千円と

いうことでございます。また１頁めくっていただきまして、雑収入、貸付金元

利収入でございます。貸付金元利収入の４節、５節でございますが、４節につ

きましては商工費貸付金ということで中小企業融資対策金３，８００万、それ

から産業資金９２０万ということで、失礼しました９，２００万、３，８００

万と９，２００万ということで１億３千万、昨年と同様でございます。それか

ら、５、５節の貸付金利息につきましても前年とほぼ同様で６０万６千円とい

うことでございます。また１頁めくっていただきまして、雑収入でございます。

２，５７４万６千円のうちですね、あの商工関係ですが、道の駅の自動販売機

等の使用料、これが１６万６千円、それからレストランの電気料ということ、

町営レストランの電気料ということで７０万２千円、それから会館の自動販売

機の設置収入ということで、電気料ということで１万３千円、合計で８８万１

千円の収入ということです。 
それからあの、ついでといったら怒られますが、こちらの予算書で先に説明

させてもらいますけれども、特別会計でございます。頁が２２１頁。江差町公

設地方卸売市場特別会計でございます。頁数でいきますと２３１頁をお開きく

ださい。こちらも大きく変わったものございませんが、報償費から繰出金まで

の金額で、総額で７１万９千円ということになってございます。こちらは収入

支出額同額でございます。 
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 それではあのそれ以外の一般会計のですね、支出につきまして、資料の方で

説明をさせていただきます。資料のまず１１頁お開きください。１１頁になり

ます。１４１番の事業でございますが、ここから労働費でございます。檜山地

域人材開発センターの改修にかかるお金でございます。こちらにつきましては

あの新規の事業でございまして、１４４万３千円でございます。内訳的には宿

泊棟の天井等の修繕、４３万８千円、それから高圧開閉器の取替で１００万５

千円と。次は、１４２番、経常費でございますが、人材開発センターの運営費、

こちらにつきましては変わったところはございません。４４２万４千円。それ

から、１４３番、安定資金の貸付金でございますが、こちらについても前年と

変わりません。１００万でございます。１４４番、労働事務費でございますが、

こちらも大きく変わった部分はございません。３万６千円の計上でございます。 
 次、１２頁お開きください。商工総務費の、商工、商工業振興費でございま

す。１８１番の商工事務費は変わったところはございません。１万８千円でご

ざいます。それから１８２番の臨時費で、特産品のＰＲ対策ということでござ

います。こちらの方につきましてはあの、一般的にいうトヨタ関連事業に向け

たですね、特産品のＰＲと特産品の販路の拡大の事業ということでございます。

内訳的には職員の旅費が１１７万５千円、それから試食ですとか、印刷製本費

含めて５９万２千円、それから送料等１１万３千円、あとレンタカーの借上げ

含めてですね、総額で１９０万を計上してございます。次あの１８３番、がん

ばる商店街応援補助でございますが、こちらにつきましては１５０万というこ

とで、昨年の地域資源活用の補助事業１５７万３千円の組み換えの事業でござ

います。商店街が自ら実施する独自の事業に対し助成をするものでございます。

次に１８４番、産業まつり、あの実行委員会への補助ということで、これまで

補助が無かったのですが、今年はイベント内容等の充実を図るということで１

０万円の補助を新たに新設いたしました。次１８５番です。中心市街地活性化

対策ということでございますが、中身はあの商店街の循環バスの運営支援でご

ざいます。こちらにつきましては路線の見直し、それからこれまで１往復でご

ざいましたけども、１往復半をするような形をとりながらですね、反対側、あ

の下町方面から乗る方も利用できるような方策を検討しまして、３４万５千円

の増額という形になってございます。次１８６番、商工会補助でございますが、

こちらにつきましては、昨年同様６００万ということでございます。それから

１８７番、産業資金の貸付につきましても、昨年と同様、９，２０２万５千円

でございます。１８８番、中小企業補助、失礼しました。中小企業融資対策で

ございますが、こちらにつきましても昨年と同様でございます。３，８００万

の計上でございます。内訳とすると、信金さんが３，１００万、それから北洋

さんが７，０００万（７００万）ということでございます。次に壱番蔵の維持
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管理、１８９番ですね、維持管理でございますが、こちらにつきましては２１

万６千円の増額になって６２万８千円でございますが、修繕費が増えてござい

ます。壱番蔵の壁の水漏れを修繕するものでございます。委託金については昨

年と同様ということでございます。１９０番、経常費でございますが、温泉施

設維持管理につきましては、昨年とほぼ同様です。あの電気代等の増額が見込

まれております。ちょっと長いということなので、あの変わった部分のみにち

ょっとさせていただきます。 
 １２頁の観光費に移らせていただきます。１９１番でございます。新幹線開

業を見据えた観光対策でございますが、報償費それから定期観光バスの運行、

それから追分の実演等含めまして、１３９万見込んでおります。また、旅費等

で１８２万２千円、それから需用費等で１８万１千円、それから使用料等車両

の借上げということでバスの借上げ等で４９万９千円。これらを含めまして、

４００万の計上をさせていただいております。新たな事業ですが、１９２番、

クルーズ客船の受入対策でございます。こちらにつきましてはあの、お迎えす

るための郷土芸能等の披露、それから追分の派遣、それから観光パンフレット

ですとか、消耗品の経費、それから周遊バスの借上料含めまして、６１万６千、

６１万６千円を計上しております。３つ飛びまして、１９６番、町営レストラ

ンの給湯ボイラー更新整備でございますが、こちらにつきましてはあの、平成

６年に設置したボイラーが水漏れ等で現在もあの応急処置をしながら使ってい

るのですが、いつ壊れてもわからないような状況でございますので、これの入

れ替えの工事をさせて頂きたいという風に考えております。２７４万８千円の

計上をさせて頂きました。次の１９７番、町営レストランの管理でございます

が、こちらにつきましてはボイラー等の修繕の他にですね、修繕料すべてを前

段の１９６番の方に集約をしたものですから減額の２８万８千円になってござ

います。 
続きまして、追分、追分会館管理及びあの追分振興費、山車会館の管理費に

移らせてもらいます。２０２番になります。追分会館の野外階段等の修理とい

うことでございますが、こちらにつきましてはあのバスで、お客さんが来られ

る方が多いものですから、裏の玄関の方の階段の手すりの設置ですとか、暗く

なってからの外灯の設置というものをさせて頂きたいということで８９万１千

円を計上させていただきました。それから次の２０３番ですが、追分会館管理

費でございます。こちらにつきましては、指定管理者の委託料の部分での変更

がございました。指定管理者料としますと、３９５万６千円の増額になってご

ざいます。その部分が変更の大きな理由でございます。それから２０６番の経

常費、追分振興事務でございますが、こちらにつきましてはあの職員の旅費と

電話機のまあ交換に伴うリースの増額ということで、２７万１千円の増額とな
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ってございます。大きく変更になったのは以上でございます。 
 
（議長） 
 いいですか。はい。説明が終わりました。１８号と２０号。 
 
「追分商工観光課長」 

 失礼しました。あの技専の条例の廃止の部分でございますが、現在、江差町

技術（技能）開発センター設置条例の廃止を、廃止をする条例の制定というこ

とでございまして、技能開発センターの管理条例を廃止するということでござ

いますが、現在、皆さんにも１度見て頂いたのですが、保管庫として利用して

る部分が大部分でございまして、一部、江差陶石研究会が利用させて頂いてた

のですが、今年の１月いっぱいをもちまして、活動をそこでの活動を停止する

ということで私たちの方に申し出がございましたので、これに伴いまして実質

的にはあの保管庫としての利用ということになりますので、条例の廃止をさせ

て頂きたいという風に考えておりました。 

 

（議長） 

 もう１つ。２０号、指定管理者。 

 

「追分商工観光課長」 

 指定管理者につきましてでございますが、株式会社舞台派遣に対して、平成

２６年４月から平成３１年３月３１日までの指定管理をお願いするものでござ

います。これはプロポーザルを実施しましてですね、応募が１件ございまして、

この舞台派遣からの応募でございました。この中であの指定管理の選考委員会

を開きながらですね、この指定、舞台派遣にお願いをするということで決定を

させていただきたいということでございます。以上でございます。 

 

（議長） 

 はい、説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑希望ありませんか。 
 「室井議員」 

 

「室井議員」 

 よし。はい、一所懸命ね、頑張っている課だなと評価しているから、１つだ

け、ね、あの言いたい。この議案書でいって、クルーズ船、これ日本丸ですね。

来るのね。予算計上されていますね。これ今、その中に行ってあれですか、追

分とか催しもの民芸なんか予定している、何かそういうのを考えていますか。 
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「追分商工観光課長」 

 船の中で、ですか。 

 

「室井議員」 

 ええ、こっちから行くと、それは考えてないのですね。 

 

「追分商工観光課長」 

 考えています。 

 

「室井議員」 

 え。 

 

「追分商工観光課長」 

 考えています。 

 

「室井議員」 

 考えていますね。そこで、是非あの提案、もし出来れば、子どもたちいます

よね。子どもたち、学生でもね。何か何人かもし代表で、もしそういう機会あ

ったら、教育委員会でもちょっとご相談して船の一部ただ見せるとかね、何か

そういうことができないのかなとこう思うのですけれども、出来ないなら出来

ないで結構ですけれども、ひとつ検討してもらえればなとこう思うのですがい

かがかなと思っています。 

 

（議長） 

 はい、「追分商工観光課長」 

 

「追分商工観光課長」 

 中を見学するという部分につきましては、残念ながら、関係者以外はお断り

させて頂きたいということで、船の方からは言われております。ただ、先ほど

言ったように船の中で何らかの催しをするという部分については、あちらも検

討して頂いていて、出来たら酒田から江差まで来る間に、そういうような催し

をしながら、来れればいいなという風にうちの方も目論んでおります。 

 

「室井議員」 

 わかりました。 
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（議長） 

 はい、いいですか。 

 はい、次、「萩原議員」 

 

「萩原議員」 

 はい。何点か質問します。追分会館についてと、「しげっち」についてと、今

室井議員質問しましたけれども違う観点で日本丸について、質問致します。 

 追分会館の管理なのですけれども、指定管理５年終わりまして、また同じ会

社が今後５年間やっていくということなのですけれども。指定管理者では追分

実演等色々やっていますけれども、今後運営するにあたって、指定管理者とど

のような形で話し合われて今後どのような形で運営していくのかについて、で

す。あとですね、その追分会館に関してなんですけども、総務産業常任委員会

時代から、もっとネットを利用してやって欲しいということで、何度か言って

いたのですけれども、今回ですね、４月１日から役場のホームページがリニュ

ーアルするということで、各課でもある程度その更新も出来たりするというこ

となのですけれど。その辺に関してもっと活用してほしいなと思うんですけど、

そこら辺、その新たな活用方法について、ともっともっとその何て言うんです

かね、ブログ的なこととか、まあ今ですと何か Facebookとか色々なものありま

すから、その活用についてどう考えてるのか、です。 

 あと次、「しげっち」に関してなんですけども、まあ私自身、ちょっとまあ露

出がもうちょっと少ないんじゃないかなと感じております。まあ色々あってね、

「ふなっしー」まではいかないにしても、もっともっと露出してもいいかなと

思っています。この「しげっち」に関しては何かこう出るにあたってこう活動

に制限があったりしているのかなという部分と。あと今後のＰＲどうやって、

やっていくのかなという点について質問します。 

 また、先ほど室井議員も日本丸について、質問はされたのですけれど、今回

歓迎するということで、５月３日に来るということで、５月３日は歴まちのイ

ベントはあるのですけれども、その他何か他に何か考えているようなことがあ

りましたらお聞かせください。 

 

（議長） 

 はい、「追分商工観光課長」 

 

「追分商工観光課長」 

 はい。まず追分会館と山車会館の指定管理についてのお話がございました。
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これまでと変更しながらですね、指定管理者、新たな指定管理者とどういうこ

とを目指しているのかというご質問でございますが、先ほどちょっと予算の中

で説明させてもらいましたが、前年比と比べまして３９５万６千円の増額にな

ってございますが、この増額の内訳的にいきますと、人件費の増がひとつあり

まして、こちらにつきましては、あの現在司会やられている方を案内も含めて

ですね、館内の案内も含めてやりたいのだと。その館内の案内というのはどう

いうものかっていうと、まあイメージとするとあの中村家なんかは、お客さん

が入ると館内を案内してから回るのですね。ただ、中村家の場合はお客さんの

数がどっちかというと少ない人数が入ってやるものですから説明もできるので

すけれども。追分会館というとドッとバスで来るものですから、なかなかその

対応ができない状況でいるのですね。ですからそういうような対応も今後は出

来るように、増員をしながらやっていきたいということが１つでございます。

それと、先ほどネットを活用しながら、というものも含めて、実は話し合いの

中ではしてございまして、これは指定管理の仕様にはうちの方からの仕様には

入ってないのですけれども、これは指定管理、新たにされる方々の努力という

部分の中ではネットを使った、ブログでの何というか情報発信も含めてしてい

きたいという話はしておりましたが、これはあくまでも業者側の努力という部

分の中で、でございます。特に今 Facebookのお話もございましたけれども、や

はりソーシャルネットワーク使いながら、ホームページに入ってくるのを待っ

ているのではなくて、こちらから情報を発信してやるというのは、やはり今後

基本になってくるでしょうから、その辺も管理者と協議しながら、前向きに検

討していきたいなという風に思ってございます。 

 「しげっち」の活用でございますけれども、新幹線を見据えた観光マネジメ

ント事業ということで、実は緊急雇用で、これから１名を採用したいなという

風に考えてございます。こういう職員も利用しながら、「しげっち」の活用も出

来るだけ増やしていきたいと、場面も増やしていきたいという風に考えており

ます。また、最近の「ゆるキャラ」の動向を見ていますと、ただかわいいとか

ね、いうだけじゃなくて、動きが速いですとか、お話をするですとか、もしく

はあのチャット使って情報発信するですとか、色々なやり方をされているもの

ですから、その辺についても、今後じゃあどういう風にしていけばいいのかと

いうのはまだ具体的に詰めているわけではございませんが、「しげっち」につき

ましてももうちょっと物語性を持つですとか、「しげっち」自体の由来というの

が余所の方にはきっとわからないですから、その「しげっち」のモチーフにな

っている「繁次郎」がどういう人物なのかも含めながら、どう発信していくの

かということもちょっと努力していきたいなという風に思っております。 

 それから、クルーズ、クルーズ船の入港でございますが、５月３日に、江差
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に入港ということで、入港されてお客さんが９時に、９時頃にテンダーボート

で行ったり来たりお客さんがするわけです。船が着いて、一気にお客さんが来

るわけではないですから、岸壁でこうお迎えするというような状況でもないと。

それから、帰りも当然、見送りについてもそういう状況なものですから、この

辺を船の中でやったらいいのか、それともまあ別な場所を考えながらやればい

いのかというのは、まだしっかりしたものが決まっているわけではございませ

ん。近く、関係する団体、例えば観光協会それから商工会。商店街組合の皆さ

ん、それから飲食店の皆さん、など民間の方も集まって頂きながら、このお迎

えの体制をどうすればいいのか。それから、それぞれの団体、個人、民間の個

人の企業の方がどんなこと出来るのかということについてですね、１回議論を

しながらですね、この組み立てをしていきたいなという風に思っております。

ちょっと簡単ですが、以上でございます。 

 

（議長） 

 いいですか。「萩原議員」 

 

「萩原議員」 

 追分会館のまあ案内人の増員についてはわかりました。去年か一昨年かも１

回質問したのですけれども、山車会館について、太鼓叩いているお祭りの実演

みたいなこともやってはどうかということであったんだけれども、それに関し

てはまあやっぱりスペースが無いっていうことでまあちょっと無理かなってい

う部分もあったんですけども、やはり現時点、また今回も、今回やるそういう

こと発案、なんていうのですか、言ってもやっぱりちょっと難しいですかね。 

 

（議長） 

 はい、「追分商工観光課長」 

 

「追分商工観光課長」 

 あのクルーズ船が来る時とか、限定しながら実施していくのは可能かなとい

う風に思いますけれども。今の追分のように、常設で各町内の方が入れ替わり

にしても、やっていくというのはかなり厳しいのかなという気はしております。

あの絶対的に無いという話ではないのでそんなものも含めてちょっと検討させ

て頂きますけれども、限定しながら出来るものについては、出来るだけ進めて

いきたいなという風に思います。 

 

「萩原議員」 
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 はい。 

 

（議長） 

 いいですか。 

 

「萩原議員」 

 はい。 

 

（議長） 

 はい、次、「横山議員」 

 

「横山議員」 

 はい。お尋ねします。 

 観光ガイドのタブレット、これ今まであれは何箇所ですか、非常に少ない数、

しかも各１個、確か、配布になっていると思うのですが、それの実験的なこと

で最初そうしたのかなと思うのですが。その実験結果がどうなのか。だからこ

ういう風にまた別途予算と、今度は何個なのか。そしてどういうところに配置

するのか。というようなことですね。それから中身をどうするのかもあります

けども。それが１つ。 

 それから、ちょっと別なところでも話が出ていましたが、Ｗｉ－Ｆｉの設置

ですね。これ観光施設の箇所にされているべきだろうと思うのですが、その配

置は、配置というか設置はどのようになっているのか。計画があるのかないの

か。それをお知らせください。 

 それから、これちょっと是非、担当の尾山担当係長にご答弁頂きたいと思う

のですが、追分会館の見学者の状況、増加、減少など、そしてそれをいかに増

やすかということをどのように考えているか。これ是非担当の係長として、お

答え頂ければと思います。主幹、ごめん。ごめん。主幹、主幹。 

 

（議長） 

 「追分商工観光課長」 

 

「追分商工観光課長」 

 はい。あのどれから、タブレットからちょっとお話しますが、タブレットに

つきましては、昨年、試験という言い方をしながら実はあのタブレットを使い

ながらその中に何というのですか、 
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「横山議員」 

 ソフト。 

 

「追分商工観光課長」 

 まあソフトというか、そうですね。うん、アプリケーションがあるのですけ

れども、そのアプリケーションの開発が主でございました。それで今年度につ

いては、昨年こんなに大きかったのですが、実際に来るお客さんというのはス

マホで、持ってきてやる方が一般的なのですね。ですからそのスマホで使える

ようにするためにということでちょっと改良を加えながら、やっていきたいと。

そして大きな画面で見られるものが、実は小さい画面でそのまま見られるかと

いうとなかに見られないものもあるものですから、そういうものが違う情報に、

こう違う情報というのか見方、情報の提供の仕方がちょっと変わる部分もあっ

たりして、そういう開発含めて、やっていきたいと思っています。数について

は増やすつもりはありません。 

 

「横山議員」 

 お客さんの、お客さんのスマホで。 

 

「追分商工観光課長」 

 はい。 

 

「横山議員」 

お客さんが持っているスマホで。 

 

「追分商工観光課長」 

 そうです。そうです。数については増やすとか考えてはございません。 

 それと、Ｗｉ－Ｆｉですね、はい。Ｗｉ－Ｆｉでございますが、実は、前段

で小野寺議員の方からも企画費の時かな、質問あって私もちょっとお話聞いて

いました。それで、アクセスポイント基本的に増やしていくことが観光客にと

って利便性があるだろうということかなという風に思いながら聞かせて頂きま

した。私もその通りだと思っております。近年自分もそうなのですけれども、

スマホやタブレットを利用しながらですね、Ｗｉ－Ｆｉで情報を取得するとい

うのが一般的になってきていますので、特に出掛け先でＷｉ－Ｆｉがあると非

常に便利なのですね。町内でもそういう取り組みをしているところがございま

して、フリーのアクセスポイントとしては、例えばセブンイレブンですとか、

ローソンなんかはフリーのＷｉ－Ｆｉが利用できるような状況になっています。
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またその他に江差町内のホテルですとか旅館でもですね、フリーＷｉ－Ｆｉを

もう実施しているところがあります。自分も含めてですが、先ほど言ったよう

に私も例えばどこか行って宿に泊まる時には、そういうＷｉ－Ｆｉがあるのか、

もしくは有線のＬＡＮが繋げるのかみたいなのを見ながらですね、宿決めたり

もしますので、そういうお客さんの利便性を考えれば、これからはやはりそう

いうアクセスポイントを増やしていくというのは、大事なことだろうなという

風に思います。 

 

「横山議員」 

 江差町の施設は。 

 

「追分商工観光課長」 

 はい。 

 

「横山議員」 

 江差町の施設。 

 

「追分商工観光課長」 

 今言ったのが江差町の施設ということです。 

 

「横山議員」 

 いやいや、あの、でやっている観光施設。 

 

「追分商工観光課長」 

 まだあの江差の観光施設ではやってはございません。ですから、はい、やっ

ていません。ですから、これからそういう観光施設につきましても無料のアク

セスポイントになるように、できるだけ広めていくということの努力は必要だ

というのは認識しております。ですから、今後のちょっと検討課題とさせて頂

きたいという風に思います。 

 

（議長） 

 最後まで。課長、最後まで、課長、最後まで答弁してください。 

 

「追分商工観光課長」 

 舞台派遣、失礼しました、あの追分会館の数量でございますけれども、実は

あの町内の観光客の入込数でいくと、それほど落ちているわけではないのです
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よね。会館がちょっと落ちていますけれども。その分、あの開陽丸がちょっと

増えているような状況でございまして。今言った追分会館の部分だけをお話し

ますと、実は新たに舞台派遣さんが今回指定管理を受ける形になりますけれど

も、冬場は今、唄を唄っていないような状況なのですね。実演をしていないと、

いうことなので。そういう実演にも対応するような努力もしていきたいという

ことの協議もさせて頂いていますので、冬場の入込数の増には繋げていきたい

なという風に考えております。 

 

（議長） 

 いいですか。答弁漏れないですか。ない、いいの。はっきり言って。答弁漏

れあるのですか。 

 

「横山議員」 

 何か追加の策を考えていますか。さっきの質問。考えられないですか。 

 

（議長） 

 何の追加の策。 

 はい、「（追分商工観光）課長」 

 

「追分商工観光課長」 

 あのいいですか。すいません。 

 

（議長） 

 はい、どうぞ。 

 

「追分商工観光課長」 

 あの今申し上げました通り、冬場に向けたですね、あの何ていうのですか、

活動を唄含めてですね、活動しながらやっていきたいということなのですが、

例えばですけれども、今の舞台派遣さんの実施している中で、唄だけじゃなく

て三味線、尺八、太鼓の練習を冬場限定で行うとか、いうようなことも考えて

ございますし、あの外に向けてのＰＲということで、先ほどお話させてもらい

ましたけれども、約束事ではございませんが、ブログ含めて、紹介していくと

いうようなことも、発信事業もしていきたいというようなことを管理者とは協

議させて頂いております。 

 

（議長） 
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 いいですね、「横山議員」 

 

「横山議員」 

 直接担当者にお答え頂ければ良かったのですが。この追分、特に、追分会館

あるいは追分節の振興のためにあるいはその我が町内からは、この間も新聞に

出ていましたが、木村香澄さん、などという素晴らしいタレントがいらっしゃ

います。ラジオ番組も持っていらっしゃるようです。ああいう方と、何らかの

あのタイアップをしながら、もちろん非常にいつも江差の宣伝をされているの

で、それはあの感心しているのですが。それを追分会館ももっと応援の仕方な

どあるいは情報の提供など、それからイベントの提供など、イベントの予定を

打ち出すとか、打ってもらうとかそういうようなことが出来ればもっといいの

ではないかなと考えるのですが、その辺はどのようになってますか。 

 

（議長） 

 「追分商工観光課長」 

 

「追分商工観光課長」 

 仰られる通りだと思います。これまで以上に、木村香澄さん含めて江差を応

援して頂ける方に観光情報の発信をしながら、宣伝をして頂けるように努力を

して参りたいと思います。 

 

（議長） 

 いいですか。 

 はい、次、「飯田議員」 

 

「飯田議員」 

 商工観光課、追分の関係ですけど、先ほど説明頂きましたけれども、追分会

館屋外階段改修、外灯設置。これ、資料が無いのですね。予算も少ないですけ

れど。これあのもう１回どういうような、あのこれ裏口でしょうからイメージ

をお知らせ願いたい。これ何故かと言いますとね、一昨年ですかね、総務委員

会で現地調査致しまして、やっぱり裏口の実際観光客の大半は裏口から入るの

ですね。やっぱりきちんと玄関を改修すべきだというそういう意見も出してお

りますので、そういう部分でもう少しイメージが沸くような説明をお願いした

いという風に思います。 

 それともう１つ、道の駅の管理でございますけれども、これ３１０万、管理

委託料だと思いますけれども、これからますますＪＲが廃止になりまして、車



28 
 

で来る方がズンズン増えると思うのですね。やっぱり一番最初にやっぱりどこ

の町に行ってもやっぱり道の駅にまず立ち寄る部分。この江差の場合、道内で

３番目ですか、相当早い時期に設置されたものですからスペース的にも狭いと

いうそういう問題はありますけれども。もう少しですね、やっぱりこの中身を

充実させて、観光客が言ってもこう江差の町を案内できるとかそういうような

内容を、もう少しやっぱりやるべき、充実をさせるべきだという風に思います

けれども。どういう新年度予算で業者に提案しているのか、その辺あの説明を

願いたいと思います。 

 

（議長） 

 はい、「追分商工観光課長」 

 

「追分商工観光課長」 

 まず道の駅の方をお話しますと、新年度予算では特に予算は取ってございま

せん。ただ、今飯田議員の仰られる通り、一番早く出来たというか、最も早く

出来た１つの道の駅でございますので、やはり当時はトイレと観光案内所があ

ると道の駅としての認定をさせて頂いたと。現在ではそれに合わせて食堂施設

ですとか、物販施設ですとかがこう付きながら、また地域の方が物を持ってき

てあの販売出来るような設備があったりということで、やはり人気度が変わっ

てきているのかなという風に思っております。まあただ、そこまでですね、あ

そこを改良するというのはちょっと無理があるなと思っていまして、それに代

わるものということであの、海の駅「開陽丸」を作りまして、そこで「ぷらっ

と」というようなあのお店も開設させて頂いた。現実あれでじゃあ足りるのか

というと、まだまだ力不足な部分はあるのかなと思っていますが。じゃあ何と

かそちらに連動できないかということで。実は観光看板というのですかね、あ

の道の駅に設置している看板でお客さんを誘導するような、看板に実は今年度、

新年度でなくて、今年度、書き換えをさせて頂きました。それと合わせて、実

は今日の新聞にも出ていたと思いますけれども。ＦＭ、ミニＦＭ電波を使って、

道の駅に来られた方に観光情報とその市街地への誘導含めて、今言った「ぷら

っと」、海の駅への誘導を促すようなＰＲをさせてもらう。それは先ほど横山議

員じゃないですが、木村香澄さんに、実は録音して頂きながら、情報を提供し

ているということをさせて、今年度の中でさせて頂きました。 

 また、あの追分会館の方でございますが、まず階段、裏手の階段でございま

す。こちらにつきまして、まず嵩上げをして、今の１段１段の高さがちょっと

高いものですから、それを低くする形で、階段の調整を１７センチくらいまで

にさせてもらおうかなと。今よりもちょっと楽に登れるようにしたいなと、い
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うことが１つでございます。それとその階段に手すりを付けていきたい。で高

齢者がつまずかないように手すりを付けていきたいということが１つです。そ

れと薄暗くなっても歩けるように外灯を設置したいと。その階段の付近に外灯

を設置したい、という３点の改良をしていきたいという風に思ってございます。 

 

（議長） 

 はい、いいですか。 

はい。「飯田議員」 

 

「飯田議員」 

 道の駅の方わかりましたけれども、予算、限られた予算ですから、追分会館

の裏口ね。あれやはり、やっぱり新年度は予算も取れましたけれども、無理に

してもね、やっぱりこれからやっぱり一応、江差の観光施設のメインなのです

よね。玄関からお客さんをお迎えしないでほとんどは観光バスで来てあの裏口

からですからね、やっぱり屋根をきちんと付けるなり、やっぱりそういう予算

要求をしてね、江差のやっぱり看板、観光施設として、恥じらかさないような

やっぱりあの入口にすべきだと思うのですよ。これは当然こちらの方に予算要

求しなければならないですけれども、やっぱりそういう方向で、とりあえず１

歩前進だと思いますけれども、今後の課題として、是非やっぱりそういう方向

で考えてもらいたいという風に思います。 

 

（議長） 

 要望ですか。 

 

「飯田議員」 

 いや、あの答弁あったらお願いします。 

 

（議長） 

 はい、「（追分商工観光）課長」 

 

「追分商工観光課長」 

 あの、現在ですね、追分会館自体が例えば展示施設が２階にある。それから

あの演示室、追分を聴く部屋も靴を脱いで上がらなければならない。車椅子で

実際来られた方がじゃあ、バスで来られた、車を後ろに置いて来られた方が今

入ってくるルートがあるのかというと、実質、前の方から回ってもらわなけれ

ばならないとか、色々なそういう不具合点があるのですね。古い施設ですので、
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これを全部改修して見やすいようにしたいという風な気持ちは無いわけでない

のですけれども。こうなると、かなりの改修費がかかるだろうということで、

じゃあ改修の仕方をどうすればいいのかも含めて、ちょっと今内部で検討して

いる最中でございますので。これが、検討がはっきりした段階で今言ったよう

な方向付けが出来ればいいなという風に私たちは思ってございます。はい。 

 

（議長） 

 はい、いいですね。 

 はい、「小野寺議員」 

 

「小野寺議員」 

 はい。１点だけにします。資料要求で資料の２３。平成２５年度特産品販路

拡大事業の取組ということで出して頂きました。以前までは、企画の方でやっ

ていた部分を補助金絡みで終わって、商工に戻したという部分も含めて、関連

性はあるにしても、今とりあえずこの部分については商工でということでちょ

っとお聞きしたいのですが。 

それであえて２５年度という風に出して頂きましたけれども。１番、２番、

セントレアもしくはトヨタ関連企業についても、この数年の特に町長の肝入れ、

やってきた部分があります。４もそうなのでしょうか。それで改めてちょっと

お聞きしたいのですが、これは、今年度はどうなるのか。今年度はどうなるの

か。１、２、４でしょうかね。それから３についていうと、これは間違いなけ

れば２６年度、今年の事業という意味で資料に載ったということだろうと思う

のですが、これもトヨタ関連ということになるのか、トヨタ関連、ここに愛知

県内米穀店、トヨタ関連企業ということでありますが。もっと販路としては、

別ルートも含めて３番ということでこれからも考えていくのか。いずれにして

も、まずはこの間町長が進めてきたトヨタ関連という部分について、今年はど

ういう風に、新年度はどういう動きになるのか、をまず最初にお聞きしたいと

思います。 

 

（議長） 

 はい、「（追分商工）観光課長」 

 

「追分商工観光課長」 

 ちょっとあのこれまでの部分ということで、資料出させて頂きました。ちょ

っと簡単に説明させてもらいますと、まず中部国際空港、セントレアというと

ころで催事をさせて頂いております。こちらにつきましては、昨年の数字、２
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４年、２５年の数字を掲載させて頂きましたが、関連企業というのは江差町外

も含めて、呼びかけをして、道南一丸となって行きましょうと。江差中心にな

ってございますが、そういう賛同して頂いて、一緒に出店して頂いたこの地域

の業者さんが１２社あったということです。で、売上につきましては、２５年

度で８２％ということで、ちょっと落ちているよということでございます。で、

その１２社の内、６社が江差町内から出店して頂いている業者でございます。

こちらにつきましては売上が７３万５千円ということで前年度の１５４％とい

うことで伸びていますよということでございます。今年度につきましても予算

計上、この部分させて頂いておりますので、出来るだけ出店者の数も増やせる

ように努力しながらですね、取り進めをしていきたいという風に思ってござい

ます。 

で、トヨタ関連企業の訪問ということですが、これはあのセントレア空港に

お邪魔するときに合わせまして、町長もしくは副町長と私か主幹がですね、関

連企業にご挨拶をしながら、今後も取引を宜しくお願いしたいということもお

願いをしながら、ご挨拶に回るということをしておりました。これが、２５年

の１０月の６日から８日で行ったということです。次の３番の江差追分米の販

売でございますけれども、こちらにつきましては、これまで４年程度経つので

すけれども、どういう商品が相手にうけるのかということを、非常に、かなり

模索をして参りました。当初はイカフライですとか、イカリングのようなもの

ですとか、コロッケのようなものですとか、っていう話もしながら取組みをし

てきたんですが、なかなかですね、やはり買って頂くのが相手個人ですので、

あの企業が買い取ってそのままどこかに消えるという話ではないものですから、

非常にあの苦労して、難しかったという部分がございます。また、こちらの方

にそういうようなものを作る能力が無い中で、色々模索はしたのですが、ちょ

っと、難しいなと。出来ないという話ではないですけれど、難しいなという風

に考えながら、じゃあとりあえず今の現状で、言ってみるとあの賞味期限等含

めて、可能性のあるものとして、江差である程度の量が出せるものとして何が

あるだろうというので行きついたところが、この江差追分米ということで、江

差産のお米の販売は出来ないのかということで、取り組みをさせてもらいまし

た。これにもトヨタ関連企業の方では、応じて頂きまして、去年で２年、去年

というか２５年で２カ年やらせて頂きました。今年も取り組んでいきたいとい

う風に考えておりますが、ここに出ているのは２５年の実績でございまして。

玄米で農家から、３農家から１８トンのお米を購入しまして、愛知の米屋さん

に全部運びまして、愛知の米屋さんで精米をして販売をするというようなやり

方をしてございます。それから、こちらの函館の新農協で、精米をしたものが

１０トン、こちらについてはトヨタの関連企業さんに販売をしているというこ
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とでございます。訂正をお願いしたいのですが、実はこの３番の（１）、平成２

６年１１月２３と書いてあるのですが、２５年です、すいません失礼しました。

という状況でございます。販売につきましては、先ほど言いました通り、玄米

については愛知の米屋さんに送って、販売していますので、これ見込みの数字

で１８トンと書いています。現在まだ出荷していないのが７トン残っておりま

すが、４月６月８月分ということで５トンずつ、送りながらこれを販売してい

くというようなことをしてございます。これ見込みの数字ということで押さえ

てください。 

それから４番目のその他の食材の提供ということですが、現在は各関連企業

でのイベント等で必要な食材を求められた場合に、出来るだけこれに対応した

食材をお送りするという程度に留まっているという状況でございます。以上で

ございます。 

 

「小野寺議員」 

 はい、議長。 

 

（議長） 

 はい、「小野寺議員」 

 

「小野寺議員」 

 これは町長にでもお聞きすることになるのか、今のお話ですと例えば試行錯

誤ということは当然あのこの中でもやってこれがこれでうまく行くぞというよ

うな論議でないのは私も十分承知はしております。でも今、例えばイカリング

にしても、この間言っていた部分については、今の話ですと、それはもう無し、

これからも無い、無いということですかね。これまでその特産品といいますか、

地場物を使って何とかそれも加工もしながら付加価値も付けながら何とかその

販路を見つけて売りたいという部分でこの間やってきました。一定程度この取

組、特にトヨタ関連のところに売り込もうということについての一定の総括は

もう町長、しなければならない、と思うのです。特に昨日でしたか、も含めて

３期１２年の一定の部分の中で、町長としては大きな部分だったろうと思うの

です。まだ継続という部分についてはありますけれども、しかしこの間のまだ

これに表れていない数字の部分だって、取組だってありました。それもうまく

いっていないと、いうことも聞いております。いずれにしても町長から、この

間のこのトヨタの関連の取組について、一定の総括的なものをお聞きしたいと。 

 であと最後。これは担当課で宜しいのですが。とは言っても、しかし色々な

教訓も含めて販路拡大と言いますか、特産品の販売。今言った江差追分米も含
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めて、やらなければならない。それはもう当然だろうと思うのですが。あの午

前中でしたか、企画推進、田畑さんのところと連携しながら、やりながら、と

いう部分はわかりますが。兎にも角にも、農業漁業の江差の部分について、と

いう意味ではお米についてはあのそれはそれでと思うのですよね。それで、水

産の関係という部分について、乙部だとか上ノ国、せたなでもそうでしょうか

ね。あの地元で、まずは地元で一定の部分を作るということが無いとなかなか

規模的に難しいというのが教訓だと、のひとつだと思うのですよ。その点、そ

の点、企業誘致ということも含めて、地元の特に水産物なども含めた、そうい

う観光、加工場、加工場的な部分については、何か特別企業誘致の側面で動き

だとか、江差町としての取組がこの間あったのか。もしくは、これからどうい

うような取組をしようとしているのか。ちょっとお聞きしたいと思います。 

 

（議長） 

 「（追分商工観光）課長」 

 

「追分商工観光課長」 

 はい。今の後段の方からお話しますと、江差町で水産の方に限定した取組と

いうことであれば、無いです。ただ、企業誘致という部分から話しますと２年

程前に、マイタケの渋田産業さんが五厘沢に来る、含めて、企業誘致の動きと

いうのは常時してございますので、そういう話があればそこに行って、何とか

誘致してもらえないか、もしくは新たに建設してもらえないかというような、

取組は間違いなくしております。まだ公表できませんけれども、内々でそうい

う相談が来ているところもあります。ただそれは、やるやらない、まだ決まっ

た話ではないので、お話できませんけれども、そういうようなこともあります

ので、やっていないということではありませんので、全体通してはやっている。

ただ、あの今言ったように何かの分野に限定されるとちょっと今の部分ではま

だ現状ではありませんとしかお答えできないのかなという風に思います。 

 あとトヨタの総合もいいですか。 

 

（議長） 

 最初の。 

 

「追分商工観光課長」 

 はい。あのトヨタの総合の部分でお話しますと。当初はやはり色々な何とい

うのですかね、目論見と言いますか、色々な頭に描きながら、始めるのが普通

だと思うのですよ。そんなうまいことが出来ないかということで、トップ同士
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の会談がされながら、そこから下りてきたものが、私たちが実現性のあるもの

に変えていくというのが私たちの仕事だと思っていますので。そういう中で、

ここ何年かで模索した結果、水産加工品というのはなかなか難しいと。これは

難しいということで、やらないという話でなくて、先ほど言いました通り、あ

の個々の企業さんのイベントだとかには現在も発送しておりますので。やらな

いということではないです。やっていきたいと思っていますが、一時的なそう

いう取引についてはなかなか大きな工場を作って、販売するなんていうのは難

しいことだという風に思っているということです。今漁業方面から農業方面に

あのシフトしている部分がございますけれども、取引価格でいきますと、今年

度の米だけで、ですけれども、総勢１８トン、先ほどお話したとおり、１８ト

ンありまして、総額で４００万円超なのですね。取引を今、名古屋方面とさせ

ていただいているということなのです。それで、直接、農家から買い上げるこ

とによって、農家も農協に販売するよりもうま味があると、いうようなやり方

をしていますので、間違いなくあの地域にもこの取組が貢献しているという風

なあの認識で私たちも取引をさせて頂いておりますので。これが今後まだもっ

ともっと拡大していくことを、望みながら取引をさせてもらえればなという風

に考えております。以上です。 

 

（議長） 

 「町 長」 

 

「町 長」 

 あのトヨタ関連とのあのまあ整理、一定程度の整理、どのように考えている

かとこういうことですが。ご案内の通り、トヨタの方と今後お付き合いをさせ

てもらってもう７年位になりましょうか。７、８年位になるでしょうかね。そ

ういう観点からすると、私は、本来はあのトヨタの部品工場なんかを、ここに

誘致したいということが大前提だったわけですね。ところがトヨタ、円高絡み

が含めて、なかなか進出できないということになって、一応食材の方にこう転

化していったと。ところが、トヨタ関連のこの企業を司っている食の方、司っ

ているご案内の通り、魚国という会社が興味は示してくれたのですけれども、

絶対量をそれに対応するだけの品目が江差に無いということなのですね。魚国

さんの方で言われることは、１年間通して何を出せますかと、このことが最大

の私たちの足かせになったわけです。そういう背景の中で私たちは、四季折々

に色々な野菜も出来ますし、提案できますという話はしたのですけれども、通

年こう出している給食関係を含めて出している食材を扱っている魚国さんあた

りは、基本的には通年出してもらわなければその計算出来ないのだと。こうい
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うことで、頓挫したというのが、ひとつの大きな要因になっているわけです。

そういう意味からすれば、本当に残念だなという思いもするのですが、これは

望みを捨てたわけではありません。去年は私あの行っておりませんけれども。

いずれにしても、トヨタ系統の方面からすれば、何とかこの江差の食材を利用

してやろうという意識がかなり強くなって、基本的には今、この米という形に

なっているわけです。その米のこの利用する形態がどこでどういう発生したか

というと、トヨタ車体の方でこれが役員食堂として扱うか、と。いうことで部

分的にそういう話があって、役員食堂で扱った結果、美味しいということにな

って、トヨタ車体でバレーボールチームも持っている、クラブチームも持って

いる。バレーボールのそこの職員にもその米を出して、且つそのことがあのセ

ントレアのあるいはその何だ、あそこは刈谷ハイウェイのそこの商店も、動い

ていると。こういう状況ですから、どうしてもやっぱり名古屋ということにな

ると、トヨタが中心になってこう色々な紐付きがあるので、そのことを、今プ

ツンと切るわけにもいかないかな、と。やっぱりこれからも、江差の食材を少

しでも利用してもらえるような手立ては探っていくべきだと私はそのように思

っております。一定程度、当初の目的は少しズレてきましたけれども、これか

らも望みを捨てないで頑張ってみたいなと思っております。 

 

「小野寺議員」 

 はい、議長。 

 

（議長） 

 「小野寺議員」 

 

「小野寺議員」 

 私あえてこれを出したのは実はある町民の方から、ところであの町長のトヨ

タ関連のあれどうなったのだと、ちょっと聞かれたことがあるのですよ。それ

で私改めて、あ、そうだなと、資料要求もしながら、今年、新年度のことも聞

きながら最後に町長に聞いて。町長の言葉を使えば、頓挫という言葉、出まし

たけれども。これ課長にということになるのかもしれませんが、一定程度あの

整理した部分についても、町民に帰す必要あると思うのですよ。町広報で何回

もう見開きで載りましたかね。それから、議会でも、私は行っていませんけれ

ども、議会でも行きました。それからその後、その都度その都度の部分ありま

したよね。ですからそういう意味では、やはり課長仰った通り試行錯誤だろう

と思うのです。それにしてもやはりあの一定程度、町の大きな事業という位置

付けでやったからには、あのこうなっているということはきちっと町民に知ら
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せる。もしかしたら、町広報に載っていたのかもしれませんが、私が見落とし

ていたらそれも含めて言って頂きたいんですが、そうすべきだと思いますが、

最後に町長、課長で宜しいのでちょっと取組をお聞きしたい。 

 

（議長） 

 「（追分商工観光）課長」 

 

「追分商工観光課長」 

 あの今、ご説明させて頂いたような内容含めて、ちょっと広報とも相談しな

がら載せられる部分ありましたら載せていきたいという風に思います。 

 

（議長） 

 はい、いいですか。 

 

「小野寺議員」 

 はい。 

 

（議長） 

 はい、次、「大門議員」 

 

「大門議員」 

 はい。私は郷土芸能。郷土芸能、観光で。この前、追分会館で江差の町の郷

土芸能、一斉にこうされた時に、すごく壮大だなと。こんなにも江差にあるの

だということが、私方町民にも触れることも少ない。追分はもう知っています

よ。何処でも知っているのです。私これはね、宝で、もっと外にね、こう見せ

るもの。さっきあの私一般質問でもしましたけれども、ああいう子どもたちの

鹿子舞、それから子どもたちの追分。これはやっぱり来る人方の心とあの目を

奪うことだと思うのですよ。でこういうことをもう少しこの建物の中に生かす

工夫。それと私はもうこれから、今からですか課長さん方で何人かでやってい

るということですから、これは教育委員会の芸能の関係が出てくるし、観光出

てくる、企画とか出てくる形の中で、私はもう思ったらこれはいいぞと思った

ら推し進める。１つ２つもやっていくという形の力とパワーを、その時にお金

が必要であれば、それはある程度出してもらってその都度予算付けたっていい

のじゃないですか、ある程度。この育てるという意味での子どもたちの郷土芸

能を育てる。それから、意味ではある程度予算をあれして、彼らにも頑張って

よ、という援助も、私はするべきでないかと思うのですけれども如何でしょう
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か。 

 それともう１つ。あの先ほど課長あの追分会館の中で話していましたけれど、

今座れる人がいないのですよね、膝を折れないという状況で、どうしてもあの

今の畳のあの場所と、それからあの先生が教えている教室ありますよね。あそ

こにちょっと私、あの日曜日に台湾の人一応３人連れて行ったのですけれど。

私方日本人でも座れないので、大変苦労なのですよね。で、やっぱりそのイス

を何かやっぱりそこにもうちょっと置いておくというような形とか、何かもっ

と工夫をして頂きたいと思うのですけれども、その２点でお願いいたします。 

 

（議長） 

 はい、「（追分商工観光）課長」 

 

「追分商工観光課長」 

 はい。まず最初に郷土芸能の発信が弱いという部分があるのかなということ

なのですが。あの確かに言われる通りでございまして、なかなかその郷土芸能

に出会う場面というのが特に町内の方なんてほとんど無いかなという風に思っ

ています。ただあの現在やっているのが例えば、ゴールデンウィークに郷土芸

能を追分会館で実施して無料で会館の中入って見てくださいとかということは

やっているのですが、一歩踏み込みながら、あの今後も宣伝していきたいと思

っていますけれども。今年度の事業の中で町費ではないのですけれども、町を

ＰＲするＤＶＤを作らせて頂きまして、議員さんの中でも何人か見て頂いたか

なという風に思っておりますが。ＤＶＤの中にも文化編ということで、道の指

定した文化財についてはすべてこう収録しております。その他に前に昔作った

教育委員会の方で作って頂いた郷土芸能それぞれのＤＶＤなんかもございます

ので、これを、ネット含めて、発信していけるようにしていきたいなという風

に思っております。先ほど言ったＤＶＤなんかの部分は出来るだけこう見たい

方に見て頂けるようなあのこれはネットを通しても見て頂けるような、形には

していきたいという風に思っておりますので、そういう意味ではこれまで以上

に発信していけるのかなという風に思ってございます。 

 それと会館の畳の部分でイスの準備含めてでございますが。当然足悪い方が

いらした場合はあの準備させて頂きますけれども、現在の演示室に、腰かけ出

来るような、実は、何ていうのですかね、イスではないのですけれども、イス

のようなものを、長椅子のようなものを畳の上に置いていまして、そこにも座

って頂きながら鑑賞して頂けるような形はとってございます。でそこにもう座

布団置いて座れるのだよというようにして。現実座って、大部分の方がそこ座

りながら、利用しております。先ほどの飯田議員の答弁とちょっとダブります
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けれども、今後の部分ではそのような部分がそういう簡易的なものではなくて、

しっかりとしたものにしていく、もしくは畳自体を取り外して車椅子でも入っ

てこれるような状況も作らなければならないという課題もありますので、そこ

についてはちょっと時間を頂きながら見て頂ければなという風に思ってござい

ます。 

 

「大門議員」 

 はい。 

 

（議長） 

 いいですか。 

 

「大門議員」 

 はい。 

 

（議長） 

 はい。他に質疑希望ありませんので、追分商工観光課所管の予算及び関連議

案についての質疑を終わらせて頂きます。 

 

（議長） 

おはかりします。本日の会議は、これで延会としたいと思いますがご異議あり

ませんか。 

 

 （「異議なし」の声） 

 

（議長） 

異議なしと認め、本日は、これで延会とすることに決定いたしました。     

本日は、皆さん大変ごくろうさまでございます。 

 

      延会１６：４３ 

 


